
四季の森公園 ６月自然観察会         平成23年 6月 12日 

［ホタルの一生］          

NPO法人 四季の森里山研究会 

                     渡部、谷川、時田、伊藤 

１．はじめに 

梅雨空の夜、発光しながら飛び回るホタルはとても神秘的なものです。かつては、どこの田んぼや小川など 

で見られましたが都市化が進み住宅が増えるに従い、川は生活排水で汚され田んぼでは農薬が多く使われた 

りしたため、トンボやホタルは見られなくなってしまいました。 

 最近では公園などでは、水をきれいにしてホタルの餌となる「カワニナ」が育つように川を整備して、幼虫 

 を飼育して放流することでホタルが復活してきて見られるようになりました。 

２．ホタルの棲みたい環境 

 産卵ができ、幼虫が長い時間過ごせて、餌になるカワニナが育つ、きれいな川がある環境が必要です。 

① 水がきれいで流れている ②餌になるカワニナがいる ③上陸しやすい護岸がある ④護岸の上には草 

 が生え、水はけが良い柔らかい土がある ⑤暗闇がある  

３．ホタルの種類 

 世界では2,000種以上、日本には30種以上いますが、発光するのは1/3程度といわれています。 

熱帯を主に分布するため本土より南西諸島に多く、日本各地で見られる代表種は、ゲンジボタル、ヘイケ 

ボタル、ヒメホタル（西日本に多い）などです。 

① ゲンジボタル、ヘイケボタルの見分け方 

・体長  ゲンジボタルはヘイケボタルより長く大きい（下記のホタルは原寸大） 

・頭の形 黒い線に注目 

         ゲンジボタル（十文字）   ヘイケボタル（一文字） 

             

        体長    約17mm   約15mm          約11mm   約9mm 

         飛び方    集団で25ｍ～50ｍ       1～2匹で狭い範囲 

         時期（関東） 6月上旬~7月上旬       6月中旬~8月上旬   

４．ホタルの一生 

 卵から成虫になるまで約１年と長時間かかりますが、成虫になると僅か1週間位で一生が終わります。 

産卵 → 孵化(ﾌｶ) → 幼虫 → 土繭 → サナギ → 羽化 → 成虫 飛び回る → 交尾 

 

５．ホタルはなぜ光る 

―求愛行為―  

   ・発光器の仕組み  

     黄緑色に光るのは、ﾙｼﾌｪﾘﾝという発光体で、ﾙｼｭﾌｪﾗｰｾﾞという酵素によって点滅発光が誘発されます。 

       オス：発光器2個  メス：発光器1個  

   ・点滅周期は 

     ゲンジボタル（オス）：東日本 4秒、西日本 2秒 （メス）：2秒 

     ヘイケボタル（オス、メス）：0.5秒 

６．ホタル物語  

   ・ホタルにゆかりの植物（ホタルブクロ、ホタルクサ、ホタルカズラ等）   

・童謡、唱歌に唄われたホタル 

     蛍の光（唱歌）、蛍の宿（唱歌）、蛍来い（童謡）「甘い水（きれいな水）苦い水（きたない水）」 

次回の自然観察会『盛夏の里山』 7月 10日（日）午後1時～ 


